
第 2回みなかみ町子ども・子育て会議（会議録概要） 

 

【開催日時】 平成 26年 7月 15日（火）10時から 12時 

【開催場所】 みなかみ町保健福祉センター2階会議室 

【欠席委員】 阿部委員 

 

【詳  細】 

●開会 上田子育て健康課長（会議進行担当） 

 

●あいさつ 渡部会長 

 盛りだくさんの内容となっています。慎重審議ご協力お願いします。 

 

●議題 

①ニーズ調査集計結果について（事務局より報告・説明） 

 ・実施期間 ６／５～６／１６ 

   回答件数 ５５５件（調査件数６６９件） 

   回 収 率 ８３．０％ 

  ・調査結果に基づくワークシートによる集計方法 

    →家庭類型（Ａ～Ｆタイプ）について 

委員 

特に意見・質問なし 

 

②幼稚園・保育園・こども園の現状について（事務局より説明） 

 ・町内の既存施設 

    幼 稚 園：公立３園（分園含む）私立０園 

    保 育 園：公立１園、私立１園 

    こども園：公立１園、私立１園 

 ・利用者数現状 

委員 

特に意見・質問なし 

 

③量の見込みについて 

１）区域設定について 

事務局 

   区域設定に関するメリット、デメリット説明。 

   ・せまい区域（行政区、小学校学区、中学校学区、旧町村など）に 



    設定すると・・・ 

・区域をなくす（町全体）と・・・ 

   メリット、デメリットを踏まえ、町全体を区域と設定するか、学区等を区

域とするかご協議ねがいます。 

委員 

   区域を細分化すると、区域ごとに各事業を作っていただけるのでしょう

か。 

事務局 

   区域を細分化すると言うことは、区域ごとにニーズを把握し、各事業につ

いて目標値を作っていくことになります。利用者にとって、近くに各事業が

存在することは一番よいことだと思います。ただし、区域ごとにすべての事

業の目標をかかげるのは簡単だが、現実的に５カ年計画の中で実施可能な

ものかどうかは考慮する必要があると思います。 

委員 

事業ごとに変えることは可能でしょうか。 

事務局 

   区域を町全体とすれば、事業ごとの一つの目標値に対して、各地域に振り

分けて確保することは可能と思われる。 

委員 

   区域を一つにした場合、極端に言うと、こども園が月夜野地区の１園に統

合されて、藤原地区の子も月夜野に通わなければ行かなくなってしまうこ

となので、少なくとも旧町村単位ぐらいに分けた方がよいのでは。 

委員 

   地域格差が出ないよう配慮したい 

委員 

   大きな区域の中で、流動的、柔軟に考えられるようにした方がいいので

は。 

渡部会長 

   これまでの意見を踏まえて挙手により決を採ります。 

  全会一致により「町全体を一つの区域とする」に決まりました。 

 

２）幼稚園、保育園、こども園の量の見込みについて 

事務局 

   国のワークシートに則って見込みを出したところ、現在の利用状況と大

きく乖離する数値となってしまいました。今後、計画値を設定するにあた

り、現状（過去推移）を踏まえて、数値を設定していきたいと考えます。 



委員 

   園を経営する側として意見を述べます。たとえば、利用希望者数が来年度

をピークとしてそれ以降右肩下がりとなっていますが、ピークに向けて人

を雇わなければなりません。また、その後、利用者が減ると言うことは職員

の首を切らなければなりません。０歳などまだ生まれていない子どもの推

計はどのようにしているのか。また子どもを増やすことについて町はどう

いうビジョンをもっているのか。経営判断が難しい。 

事務局 

   日本創世会議の人口減少問題検討部会にて 2040 年に 20 歳～39 歳の女性

がみなかみ町は 66.4％減少するという推計値があります。さらに同機関に

より H32 年の出生数も右肩下がりで推計されており、その数値を今回の計

画値に反映しております。町の近年の出生数が H23年度の 94名から H24年

度が 99 名、平成 25 年度が 104 名と微増しており、施策によっては右から

下がりを食い止めることも可能かもしれませんが。 

委員 

   月夜野地区のこども園について周りの保護者と話しているのですが、今

の幼稚園がこども園になることによってどのように変わるのか（教育内容、

保育料等）によって通わせたい形態が変わるので、幼保いずれの選択がしに

くい。新たな選択肢を早めに公開してほしい。 

事務局 

   現時点で、月夜野地区のこども園については、決まっていないことも多く

ありますので、そこを加味して計画値を出すことは難しいと思います。よっ

て、現時点での就労希望をもって数値を出すことが基本かと思います。 

委員 

   一度、現実を加味した事務局案を提示してもらってはどうでしょうか。 

委員 

   出生数の推計について、右肩下がりは消極的ではないか。 

委員 

   出生数について、近年右肩上がりと言うことだが、１０も２０も上がって

るわけではないですよね。それを踏まえると、この人口推計もしかたないの

では。 

渡部会長 

   以上を踏まえて、この人口の推計に現実の利用者数等を加味した事務局

案を作っていただくと言うことでよろしいでしょうか。 

委員 

   （了解多数） 



④その他 

委員 

   現時点での、月夜野地区こども園の進行状況を教えてください。 

事務局 

   3月、4月にかけて地区ごとに説明会（基本事項：①幼保連携型認定こど

も園でること②社会福祉法人三峰会が運営③旧月夜野一中が建設地④平成 28年

度開園）をさせていただきました。いろいろな意見をいただきましたが、その中

である程度設計が決まり次第あらためて説明会を開催すると答えさせていただ

きました。現在、概略設計が煮詰まってきました。あと 1ヶ月程度でみなさんに

ご説明できる段階になるかと思いますので、その頃に説明会のご案内が出来る

かと思います。 

 

●次回の開催日時について 

事務局 

   前回の意見を踏まえました、水曜と夏休みをさけまして、8 月の 25 日以

降で設定させていただいてよろしいでしょうか。 

委員 

異議なし。 

 

●閉会 


